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Abstract Bascd on the litcraturc published bct、vccll thC years 1916 and 2008,a synopsis is com―

pllcd ttr thc的 1lowing 30 named spccics(in 9 gcllcra ttom 5魚 nlllics)and l unnalalcd spccics

bclonging to the nelllatodc superfalllilics Dracunculoidca and Angulllicoloidca、vhich have becn

rcportcdをlS thC parasitcs of flshcs and amphibians frolll Japaniんイビメ,ごθァ?ビ″?r7′わめagr,(Daniconc―

matidae)、 rcんrんメqガ′̀どrSi“〃α∫メごθrr',r.、ブrrF9θ″たα(Guyanemidac),Kて 1搾?でgα'ュ?ビ〃7rr tれ`ど″F"″?,Pん,7θ用で
―

〃?αθ'?ごpr′7メア7(/`7'(MiCropletlridac),こ V`rl,,′?ビ〃?α″?αチ'たrで,C,ノ α′■s,′,rァイ,PんFrρァ,2でr′イr`)、prρご?,Pr′
・r,P.

'72'〃2た'.P.fざαたF,P。 たrrでθ′r7みrrどC,ざ、P ″ ?観どα,,P.′′に″招gar",,っ奇P.`て [ィrαメ,t「,P θ βざα′た/rr′2)1〃FざゃP.

βαrttS'′″′ザ,P.β ,ァ7,7たθFrr,P.P′θチθs,,P.ざご協で,?αで,P,sc伊 7?わ2/θ7,?`'′々',P.ざであαsrなcF,P.ドであrrsrθ〃な,P.

平,α/′,P/P,7θ″,2rra sp.,Pん ,′θ″2でrrθ'ダを、Fα,7=[ィガた7ビ,P. ご】βr,71',P.ヵ?αts",P ざα77(雪rr'71でrrざ,P.s?/,θ ′αで

(Phi101nctl‐idae),A77g2r'′′た
'`ガαgわうたヽでT,ざ、and A77gとを'′′たつ7θ,rFでざこTてrSSrイs(Angui1licolidac).

Key words: Dracunculoidca,Angulllicololdca,Nelllatoda,synOpsis,bibliography,nsh pを lraSitcs‐

fauna.

|  ―
―

(坂約 )

わが回の魚類 と両生類か ら蛇状線虫上科 と鰻状線虫上科 に属す る線虫類 と して,以 下の 9属 31種 (1未

同定種 を含む)力汁皮告 されている:〃?対ごθ"ビ〃阿′わみαg声,rcル/rl研′αガタ肋ざメごθrr,,r,ご?θ″た。,陥 力7でgαれ?″,αごれ、

マrrんr′",Pん,′θ,?2ヵ?βθ,7CO/ん),2こ功F、C′̀71'ル?で7PPa,,7`′声̀ rで、ご.βαナ召、ギFrr′々よぅP/P,′θ′77ビr′でご骨フrρ̀で,7r′
・',P ,′?,″?た,,P.ホαた',P.

た7rビてガめ /αごな,P.′?2αttα,,P ,,7`7′距gα″″げθ,P.θc況′αrな,P r,′パα′た/Pr/2メて′お、P Parasrrどr′
・F,P.ノか'7'こ'θ′々.P.ュガθチθs,、P.

ざご,αご′?αで,P ざごθIP?みで,θ々ァ77θr',P. ざごbrrsrなご,,P ざ?みαざrθ冴,s,P. 弓Par',P/2'′θ77?ビrra sp,P/r,′θ″?です/θ】冴ござrr7,grr'′′αで,P.

ご)P舟 7',P.777αlげ",P,Sα "g″ ,"ビ″!1ド.P`Sビ r,θ′αで、Attg夕 ,′′たθ′ag′ θう,ご?ざ ,A"【 所 ′′たθ′θ,〃ごlsご比パtsとが 19162008年 に 出

版された文献に基づき,これら各種の情幸Rを目録としてまとめた。また,多くの種に対して新標準和名ある

いは和名改称を提哨した。

上有用な魚類に寄生することが多く,体サイズ

も比較的大きくて目につきやすいことから、食

品衛生学的な問題をしばしば引き起こす寄生

虫である (市原,1983、1989;東京都市場衛生検

はじめに

わが国の蛇状線虫上科Dra c u n c u l o i d c aと鰻

状線虫上科Ang u i l l i c o l o i d c aの線虫類は,水産
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査所,1989;影井,2000).また,養殖魚にカロえて,

水族館や釣 り堀等で飼育されている魚類にも

寄生が見られるため (石井,1916う;中島 ・江草,

1969,1977α,1979;江草ほか,1969;篠原,1970;

中島ほか,1970;広瀬ほか,1976;江草,1978;阪

口ほか,1987α,わ;Moravcc&Nagasawa,1989),

両上科線虫類は水産養殖および魚病学■,注意

すべき寄生虫である。さらには,蛇状線虫上科

に含まれるPん,′θ初ビr/θJ冴夕s sp。がヒトから吐出

されたことがあり(Kuroda夕rα′.,1991),人体寄

生虫学的な問題を起こすこともある.

従来,わが国の両上科線虫類に関しては,■

記のような問題が起きたときに個々の学術論

文を調べて対応してきたのが現状である。しか

し,特に寄生虫学を専門としない食品衛生学等

の担当者が対応する場合,文献検察などでしば

しば大きな困難を伴った。本報告では,そ うし

た状況を打破するため,わが国で 1916-2008年

に出版さオした情幸kを整理 して,蛇状線虫、L科 と

像状線虫上科に属する5科 9属 31種 (1未同定

種を含む)の 線虫類に関する目録を作成 した。

1916年は石井重美によってわが国で最初に蛇

状線虫類が記載された年である。
一方,両上科線虫類は食品衛生や魚病,時 に

医学的な問題を惹起 して人間活動と深い開わ

りを持っているのにもかかわらず,その多くに

標準和名がないため,問題が起きた際それら寄

生虫に対 して学名を用いることが常であった。

しかし,学名の使用は寄生虫学の専門家には有

用であっても,市場関係者や養殖業者等にはな

じみがなく不便であった。さらに,問題をしば

しば起こすPhi10metridac科に対 して 「魚糸状

虫科J(中 島,1970),またこの科に含まれる数

種に対 して,例 えばPん,′θr722r/θttgs cwガ所に☆寸

して 「鯉糸状虫J(中 島,1970)といつた標準和|

名が提唱されてきた。しかし,「糸状虫」と呼ば

れる線虫類は哺乳動物等に寄生し,分類学的に

も異なる糸状虫上科Fllarioidcaに属するもので

ある。したがって,魚類寄生性種に 「糸状虫J

を含む和名を用いることは,哺乳動物寄生性種

との分類学的関係に関して誤解を与える可能

蛇状線虫上科と鰻状線虫 L科の日録

性がある。本目録では,こうした背景に立ち,両

上科線虫類各種に対 して新標準和名と改称の

提案もあわせて行う.

本目録に記 した両上科の分類体系および各

種線虫類の学名はMoravec(2006)に従う。蛇状

線虫と鰻状線虫の和名は山下 (1965)に従った。

前者の和名は福井 (1973)や宮崎 ・藤 (1988)に

も記されている。なお,長谷川 (1999)はDracun―

culoideaを「メジナ虫上科」と呼んだ.

本目録では,それぞれの属で各種を種小名の

アルファベット順に配列した。各種の記述では,

標準和名と最新の学名,生″自、水域 (海産,淡水

産)を まず記 し,異名リス トを示 したあと,宿

主,寄生部位,地理的分布を示した.異名リス ト

に示 した学名はわが国で用いられたものに限

り,リス トを欠くものは異名での報告がわが国

にないことを示す,各異名の直後には,それら

を報告 した著者名と出版年を示した。地理的分

布に関する情報は,都道府県別に整理 し,詳細

な採集地を記したあと,その記録の出典 (著者

名と出版年)を示した。都道府県名は北から南

に順に配列し,宿主名のあとには記録があった

都道府県名を記した (宿主が 1種のときは都道

府県名を省略した).備考には,当該種に関する

生物学的な情報を記すとともに,新標準和名や

改称の根拠を示 した。なお,国際動物命名規約

(第4版 )(動物命名国際審議会,2000)に従って,

種小名,異名,異名リス ト,新参異名,タ イプ宿

主などの用語を本目録で用いた。

先に記したように,両上科の線虫類には魚病

学的に重要なものがあり,それらに関しては魚

病学の書籍 (水産庁,1974;江車,1978;広瀬 ・

江草, 1983;畑井ほか, 1989;★日)|。/1ナヽ||,2006:

小川,2006)が有用である。

日本産魚類・両生類に寄生する蛇状線虫上科・

鰻状線虫上科各種の目録

線形動物門

Nematoda Rudolphi,1808
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双腺綱

Secernentea Linsto、v,1905

旋尾線虫目

Spirurida Chit、vood.1933

蛇状線虫上科

Dracunculoidea Stilcs.1907

ダニコネマ科(新称)
Daniconematidaeい ッIoravcc and Koie,1987

アカザセンチュウ (アカザ線虫)属 (新称 )

丹イタI,cθr2夕r2Pα MIoravcc, アヽidal and Salgado―

単質aldonado, 1992

アカザセンチュウ (新称)[淡水産]

Mcメたθ′″夕rzα″θあag口,N生oravcc and Nagasawa,

1998

宿主:アカザ

寄生部位:腹】空

地理的分布:富山県 (庄川:Moravcc&Naga―

sawa,1998),長野県 (天竜川t Moravcc&Shi

mazu,2008),奈良県 (高見川:Moravcc&Shi―

mazu,2008)

備考:新標準和名は本種のタイプ宿主である

アカザに因む.

コヨリセンチュウ (紙維線虫)科 (新称)

GuyaneHlidac Pcttcr,1974

トラバ ッソスネマ亜科 (新称)

Travassosnenlinae Moravec,2006

ボウセンチュウ (棒線虫)属 (新称)

rcヵr7rJ90y3Jartt Yamagutl,1935

ボウセンチュウ(新称)[海産]

rcttrr2yqガJぁ施 冴物ずメcοrrli Yamaguti,1935

長岸本日也

宿i:ガ ンコ

寄生部位:心臓周辺

地理的分布:富山時キ(富山湾:Yamaguti,1935)

備考:新標準和名は本種の胴部が棒状である

ことに因む,

ヤマ トボウセンチュウ (新称)[海産]

rc乃″りげ筋rliaン7θttjC,Moravcc and Nagasawa,

1985

宿主:クロソイ

寄生部位:腹】空

地理的分布:北海道 (乙部:Moravcc&Naga―

sawa,1985)

備考!新標準和名は日本を意味する種小名に

基づ く,

イトクズセンチュウ (糸屑線虫)科 (新称)

単宝icropleuridae Baylis and Daubncy,1926

イ トクズセンチュウ (糸眉線虫)亜科 (新称)

単宝icropleurinae Baylis and DaLlbney,1926

カメガイセンチュウ (亀谷線虫)属 (新称)

KarrregαJJ2夕初α】Hascga、va,Doi,Araki and Miyata,

2000

カメガイセンチュウ (新称)「淡水産]

Kαr22廷rαれ夕初αc力,g″J″閉 (Linstow,1902)

Hascga、va,Doi,Araki and Miyata,2000

宿主:オオサンショウウオ

寄生部位:皮下

地理的分布 :東 京都 (:Hasegawa″ rα′.,

2000),兵庫県 (羽束川:Hasegawaビrα′.,2000)

備考:東京都から報告 されたオオサンショウ

ウオはペ ットショップで売 られていたもので

ある (Hascgawa gr α′.,2000).本種に関する記事

として長谷川 (2004)力
S有用である.新標準和

名は目黒寄生虫館の倉1設者である故亀谷 了

博士に因む.
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蛇状線虫上科と鰻状線虫上科の日録

ホソミセンチュウ (網身線虫)属 (新称)

PraJ′。″夕r22α Kuitunen―Ekbaum,1933

サケホソミセンチュウ (新称)[淡水産]

PraJゎ″夕″αθ″Cθrり,CttJ Kuittncn―Ekbaum,1933

異名リスト:Pん′′θ″御″α sa F l・夕r, 7 r i  F t t i t a , 1 9 3 9

(Fttita,1939);P所′ο″ご7″αご′θ″garα Fttita,1940

(Fttita,1940)

宿主:アメマス (択捉島),サケ (Jい毎道),クニ

マス (絶減種:秋田県)

寄生部位i腹】空

地理的分布:択捉島 (羅臼孵化場:Fu j i t a ,

1 9 3 9 ) ,北海道 (千歳川:浦和1,1 9 8 6 ) ,秋田県 (田

ヤ尺i胡:Fttita,1940)

備考:本 種の形態はMoravcc&Nagasawa

(1999)に よって再記載された。北海道産サケ科

魚類から報告されたPん,′θ″ビァ打α Sp.(SCki(関 ),

1975αル)も本種と考えられる (Nagasawaビrα′.,

1987).本 種はサケ科魚類に内臓癒着症を引き

起こす (Nagasawa(長 澤),1985,1987,1989,

2003).新標準和名は本種の体が細 く,宿主がサ

ケ科魚類であることに因む.

イ トセンチュウ(糸線虫)科 (改称)

Philometridae Baylis and Daubncy,1926

Philomctttdac科の和名改称 と,本科に含まれ

るPん,′θ772ビrrα属 とP所′ο771夕rrθ材どs属 に対する新

標準和名の提唱に関 して,これまでの経緯を踏

まえて,若子の説明を行う。本科に対 して,中島

(1970)は標準和名を 「魚糸状虫科」とするよ

う提唱した。また,海産魚のブリに寄生する

Pali′θ777ビrrO〃?ssタガο′αでに☆寸して「魚師糸状虫J(中

島,1970),マダイに寄生するPんガθ初夕r〆α sp.に

対して 「鯛糸状虫J(中 島 。江草,1979),淡水

魚のコイとフナ類に寄生するPん,′θ777ビrrθ泌でs

Cメβガれ'とPん′′θ777ビr仰'冴?s cαttss,テに対して,それ

ぞれ 「鮮糸状虫Jと 「鮒糸状虫」の標準和名

が提唱された (中島,1970,中島 ・江草,1977の.

そして,「ブリ糸状虫」と 「コイ糸状虫Jは 日本

寄生虫学会が認めた和名とされている(日本寄

生虫学会用語委員会,1994)。なお,影井 (2000)

と小ナ||(2006)は,中島 (1970)の提唱に従わず

Philomctridae科をフィロメトラ科と記 した。ま

たP.ざ2/Jο′αごとP.げβガ″,に対 してそれぞれ 「ブ

リ筋肉線虫Jと 「コイ皮膚線虫Jと いう呼称

が付記されたこともある (小ナ||,1999).加えて,

山下 (1965)が本科に含まれるPん,′θ771ビr匂′αr夕θ_

Fαみ阿cホは 「蛇状線虫科」に属すると記したが,

これは明らかに本科の誤 りである.

Phiomet占dac科線虫類の和名に 「糸状虫Jが

用いられた理由のひとつとして,わが国で魚類

に寄生する本科線虫類を石井 (1916α,う,1931α,

あ,ご)が 「フイラリア (ふぃらりあ)」と呼んだ

ことが挙げられる。フイラリアは現代では糸状

虫■科Fllal・ioidcaを指 して分類学的に異なるも

のであるが,石井による呼称が後年まで影響し

て,魚類寄生性種に対 して 「糸状虫」を含む和

名を与えることになった (中島,1970).そこで,

こうした和名に基づ く当該線虫類の分類学的

位置 に関す る混乱 と誤解 を防 く
｀
ため に,

Phlometridac科と本科に属する類各種に対 して

新標準和名と改称の提案を行う。

イトセンチュウ (糸線虫)亜科 (改称)

Philometrinae Baylis and Daubncy,1926

コシダカセンチュウ (腰高線虫)属 (新称)

CこaッJ″夕r22α Yamaguti,1935

コシダカセンチュウ(新称)[海産l

て材αソれ夕rr2α JP9αr41iα2(Layman,1930)Marg01iS and

単箕oravec,1987

異名リス ト:Pん′′θ77″阿 rPlαガαごLayman,1930

(ZhukOV,1960;町田,1970i Oishi 2r α′.,1976;山

口ほか,1973;阪 口 ・福原,1975);PんJ′θr772rrα

そビbrJれ′Yamaguti,1961(Yamaguti,1961)

宿主:クロガレイ (色丹島),クロガシラガレ

イ (北海道),マコガレイ (岩手県),シマウシノ

シタ(不明県),マハゼ (愛知県),スジハゼ (広島
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長澤和也

県 ・山口県),コモチジャコ(広島県
・山口県)

寄生部位:鰭,皮下組織

地理的分布:色丹島 (浅海域:zhukov,1960),

北海道 (根室海峡i Oishi夕r aF.,1976;日本海:

Moravcc gr α′.,1998),岩手県 (大槌湾:町 田,

1970),愛知県 (大平洋:Moravecごrα′.,1998),広

島県 ・山口県 (広島湾:山11ほか,1973;阪口 ・

福原,1975),不明県 (瀬戸内海:Yamaguti,1961)

備考:本種は主にカレイロ魚類に寄生するが,

わが国ではハゼ科魚類 (スジハゼ,コモチジャ

コ,マハゼ)に寄生した例も知られている(山口

ほか,19 7 3 ; N l t o r a v c cビr冴., 1 9 9 8 ) .しかし,こオtら

魚類からは雄虫が見出されていないため,その

同定には不確かさが残っている(MoraVecをr aF.,

1998)。本種の生活史に関する研究が阪「1・福

原 (1975)によって試みられた。本種は当初

P/2i′0771ビrra属に含められていたがMargolls&

Moravcc(1987)により本属に移された。新標準

和名は本種の胴部前半が大いことに因む.

ナマズコシダカセンチュウ (新称)[淡水産]

craッサJ2夕JPaα ParaSJJ″rJ Yamaguti,1935

宿主:ナマズ

寄生部位:魚思蓋内面,螺弓の結合組織 ・筋肉

地理的分布:愛 知県 (名古屋付近:稲 熊,

1921),京都府 (巨椋池:Yamaguti,1935)

備考:稲熊 (1921)が名古屋付近産ナマズの

僻蓋から見出した未同定線虫は本種と見られ

ている(MoraVCC,2006).新標準和名は本種のタ

イプ宿主であるナマズに囚む.

イトセンチュウ (糸線虫)属 (新称)

PraJroJractra Costa,1845

イ トヒキハゼイ トセンチュウ (新称)i海産l

Pr2肋初ctra cり?roc夕″″J Yamaguti,1961

宿主:イトヒキハゼ

寄生部位:腹】笙

地理的分布:不明県 (瀬戸内海i Y a m a g u t i ,

1961)

備考:Rashccd(1963)は 本種をPん′′θ初でr/α

れ,初げ前の新参異名 とした.し か し,Moravcc

(2006)は両種の雄虫が知られておらず,また分

類学的に異なる魚類から幸R告されていること

から,両者を別種として扱った。新標準和名は

本種のタイプ宿主であるイトヒキハゼに因む.

オニオコゼイトセンチュウ (新称)[海産]

PrrガゎJ77夕rra JttrPrJcJ Yamaguti,1941

宿主:オニオコゼ (三三県,鳥取県),マゴチ

(愛知県)

寄生部位:腹1笙,生殖巣

地理的分布:愛 知県 (三河湾:Moravcc&

Nagasawa,1989),三重県 (浜島i Yamaguti,

1941),鳥取県 (日本海:Moravec 2r α′.,1998)

備考:本種は種常生産用のオニオコゼ親魚に

認められたことがある (MOraVCCビrα′.,1998).

新標準和名は本種のタイプ宿iで あるオニオ

コゼに因む.

イサキイ トセンチュウ (新称)[海産]

P 7 2 J r o r P a c t r aおαZ l i  Q u i a z O n , Y o s h i n a g a  a n d  O g a w a ,

2008

異名リス ト:Sα4g″れ研′αガα′αrαο′αみ〆αご,s

Yamaguti,1935(Yamaguti,1935)

宿主:イサキ

寄生部位:卵巣

地理的分布:庇児鳥県 (東シナ海:Qt t a Z O n  2 r

α′.,2 0 0 8 ) ,不明県 ←:Ya m a g u d , 1 9 3 5 )

備考:Ya m a g u d ( 1 9 3 5 )はスズキ,イサキ,キ

ジハタからsα7昭″'k新′rr r,rr脇チビθ励 阿cお(=PttFθ―

初ビrrα′αrビθ′αう惚がざ)を記載 した.しかし,イサキ

に寄生するものはスズキ寄生性種と異なって

おり,QuiaZOn 2r α′。(2008)は前者を本種として

記載 した。Yamaguti(1935)がイサキを採集 し

た場所は不明であるが,分布域等を考慮すると,

記録された採集地のうち,和歌山県大平洋岸の

可能性が高い.大分県産イサキからもイトセン
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チユウ属の未同定種が見つかっている(福田, 1999).庇児島県奄美大島にはマダイは自然分

1999).新標準和名は本種のタイプ宿主である 布 せず,中島 ・江草 (1979)がこの島から報告

イサキに囚む。              し た養殖マダイは長崎県から導入したもので

ある.本種の標準和名に関して,中 島 ・江草

スズキイ トセンチュウ (新称)[海産]   (1979)が マダイに寄生するPん〃θ77″町 Sp.に対

P / J 肋″夕す町 r a r夕。肋ぅ陶 cお ( Y a m a g u t i , 1 9 3 5 )   し て 「鯛 糸 状 虫 」 を提 唱 した が , Q u i a z O n  2 r  α′.

Yamagun,1941       (2008)に よってこの未同定種は本種であるこ

とが明らかにされたため,本種に対 しても本属

異名リス ト:ざαれg″Jれげ′αr′α Far夕ο′αbrαごな の 他種と同様に,宿主名と 「イトセンチュウ」

Yamaguti,1935(Yamaguti,1935)       を 合わせた和名に改めることを提案する.

宿主:スズキ (千葉県,不明県),キジハタ(不

明県)                    マ ナガツオイ トセンチュウ(新称)[海産]

寄生部位:卵巣,輸卵管            PrJJr。 「2r夕す物初α″agar材〃ο Yamaguti,1941

地理的分布:千葉県 (東京湾:QuiaZOn夕rα′.,

2008),不明県 (瀬戸内海:Yamaguti,1935)    宿 主:マナガツオ(高地県),マハタ(長崎県)

備考:Yamagud(1935)が本種を記載した際,  寄 生部位:卵巣

宿主としてスズキ,イサキ,キジハタの3種 を  地 理的分布:高 知県 (太平洋:Yamaguti,

報告 した。このうち,イサキ寄生性種は上記の  1941),長崎県 (日本海i Moravec gr α′.,2002)

ように別種であることが判明した (QuiazOn夕r  備 考:新標準和名は本種のタイプ宿主である

αr.,2008).キジハタ寄生性種との異同について  マ ナガツオに因む.

は今後の検討課題である。新標準和名は本種の

タイプ宿主であるスズキに因む.         マ ハタイ トセンチュウ (新称)[海産]

P77JJθrr2夕すra θc″″αr,s Moravec,Oga、va,Suzukl,

マダイイトセンチュウ (改称)[海産]        M i y a Z a k i  a n d  D o n a i , 2 0 0 2

Pr2JrorPreをraれαttαJ QuiazOn,Yoshinaga and

Ogawa,2008          宿 主:マハタ

寄生部位:B民筒

異名リスト:Pん,′θ777ビr阿′αrビθ′αあrαごホ(Yama―  地 理的分布:長崎県 (日本海:Moravec?rα′.,

guti,1935)(阪LJほか,1987αル ;福 田,1999); 2002)

Pん,′θ初ビr/αッα/J Yamaguti,1961(阪口
・松里,  備 考:新標準和名は本種の宿主に因む.

1978);Pttθ初夕rtt sp.(中島 ・江草,1979)

宿主:マダイ                 ハ スイ トセンチュウ(新称)[淡水産]

寄生部位:卵巣              Pralir。 「2r夕rr2。PsαttcルリJliS Yamagud,1935

地理的分布:和歌山県 (「紀州沿岸域J:阪 口

ほか,1987α,あ),愛媛県 (i頼戸内海:QuiaZOnビr  宿 主:ハス (滋賀県),オイカワ(滋賀県),ワカ

α′.,2008),愛媛県 ・高知県 (「四国南西部沿岸  サ ギ (″鳥取県)

域Ji阪口ほか,1987あ),大分県 (i頼戸内海:福田,  寄 生部位:腹腔

1999),佐賀県 (仮屋湾i阪日 ・松里,1978),庇児   地 理的分布:滋 賀県 (琵琶湖:Yamaguti,

島県 (奄美大島:中島 ・江草,1979)      1935),鳥 取県 (多稔池:保科 ・早栗,1952)

備考:本 種は養殖マダイにも寄生する (中  備 考 :Rashccd(1963)は 本種 を下記 の

島 ・江草,1979;阪 回ほか,1987αル ;福 田, Pん ′′ο777ビrrα βα/αs,′″r,の新参異名とした。しか
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し,Moravcc(2006)は両者の雌成熟虫の寄生部

位が異なることなどにより,両者を別種として

扱った。新標準和名は本種のタイプ宿主である

ハスに因む.

ナマズイ トセンチュウ(新称)[淡水産]

Prattθ初夕r/2ノαrαS″″rJ Yamaguti,1935

異名リス ト:丹rar,ααれg″'′′α夕Ishil,1916(稲

F岳.1921)

宿主:ナマズ

寄生部位:8民筒

地理的分布:長 野県 (諏訪湖:Yamaguti,

1941),愛知県 (蟹江:稲熊,1921),滋賀県 (琵琶

湖:Moravccでr`7r.,2008),京都府 (巨椋池:

Yamagud,1935)

備考:Yanlaguti(1935)はナマズの眼筒とド

ンコの腹腔から本種を得て記載 した。しかし

Moravec(2006)によれば,両宿iは 分類学的に

異なるばかりか,両宿主における寄生部位に差

があるので‐ドンコ寄生性種は明らかに本種で

はないという`このため,本国録では ドンコイ

トセンチュウ(仮称)Pんげ′θ初夕r″sp.を別に設け

た。稲熊 (1921)がナマズの眼筒から得て角′αガα

α″g″′′′αビとして報告 した線虫は本種と考えら

れている(MoraVcc,2006).本種は形態を詳細に

研 究 す る こ と に よ っ て P力げ′οァ″ビr ,力οJ冴ビざ属 に な る

可能性もあるという(Moravcc,2006).新標準和

名は本種のタイプ宿主であるナマズに因む.

キジハタイトセンチュウ(新称)[海産]

Pんどわ′角夕rra PJ″所cθ協 (Yalllaguti,1935)

Yamaguti,1941

異名リス ト:Sα″g″れげ′αr,α p l i″れたο′α Y a m a―

guti,1935(Yamaguti,1935)

宿主:キジハタ

寄生部位:鰭

地理的分布:大分県 (瀬戸内海:福 田,1999),

不明県 (瀬戸内海:Yamaguti,1935,1941)

備考:大分県では韓国から輸入 したキジハタ

種苗に本種の寄生が見られた (福田,1999).山

下 (1965)は本種の寄生部位を「魚思」と記したが,

それは鰭の誤 りである。新標準和名は本種のタ

イプイ音主であるキジハタに因む.

ゴンズイイトセンチュウ (新称)[海産]

Pr2Jr。秘夕lra〃″ο″θsど巾年oravec and Nagasa、va, 1989

宿主:ゴンズイ

寄生部位:皮下組織

地理的分布:Jい毎道 (本L幌市:Mo r a v c c &

Nagasawa,1989)

備考:本種は札幌市内の水族館で飼育中のゴ

ンズイに認められたが,ゴンズイの採集場所は

不明である (Mo r a v c c & N a g a s a w a , 1 9 8 9 ) .新標

準和名は本種のタイプ宿主であるゴンズイに

因む.

シログチイトセンチュウ(新称)[海産]

Pr2J″θrP2夕すra scJα夕r2α夕Yamaguti, 1941

宿主:シログチ

寄生部位:卵巣

地理的分布:三重県 (浜島:Yamagud,1941),

長崎県 (東シナ海:Moravccビrα′.,1998)

備考:Rasheed(1963)は 本種をスズキイトセ

ンチュウPん〃ω″?r惚′arをθ′αbχ7ごFsの新参異名と

したが,Moravecですα′.(1998)は本種を有効な種

として扱った。新標準和名は本種のタイプ宿i

であるシログチに因む.

ウシサワライトセンチュウ (新称)[海産]

Praどゎれcむra scO″う夕rθrr2οrli(Yamaguti,1935)

Yamaguti,1941

異 名 リ ス ト : S t t g 2 r i ″研 ′α/ J α S C θ材 う2 / θ7 7 r O ガ

Yainnaguti、1935(Yalllaguti,1935)

宿主:ウシサワラ

寄生部位i卵巣

地理的分布:不明県 (太平洋:Y a m a g u t i , 1 9 3 5 )

備考:R a s h c c d ( 1 9 6 3 )は本種をスズキイトセ
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ンチュウPんげ′θ初ビr陶′αr2θ′αう陶ごなの新参異名と

した。しかし,Moravcc(2006)は両種の雄虫に

関する報告がなく,Nl‐者の異同を検討できない

ことを理由に別種として扱った。新標準和名は

本種のタイプ宿主であるウシサワラに閃む.

カサゴイトセンチュウ (新称)[海産]

Praゴ″θJP2夕rra S夕 うαsrliscJ Yamaguti, 1941

宿工:カサゴ

寄生部位:卵巣

地理的分布:愛媛県 (室手海岸:Moravecごr

aF.,1998),不明県 (束シナ海
・九州西岸:Yama―

guti,1941)

備考:Rashccd(1963)は 本種をPん,′θ777ビr/α

βα′′″がrrrrざの新参異名としたが,Moravecビrα′.

(1998)は本種を有効な種として再記載した.愛

媛県における本種の採集地はMorObc Bcachと

報告されたが (Moravec 2r ar.,1998),それは 「室

手 (もろで)海 岸」の誤 りである.新標準和名

は本種のタイプ宿主であるカサゴに因む.

トゴットメバルイトセンチュウ (新称)[海産]

P乃冴θ初夕けra s夕うαsrO冴ts Yamaguti,1941

宿主:トゴットメバル

寄生部位:月匈鰭

地理的分布:静岡県 (駿河湾:Yamagud,1941)

備考:新標準和名は本種のタイプ宿 iで ある

トゴットメバルに因む.

クロダイイ トセンチュウ (新称)[海産]

Pratt。初夕rra warJ Yamaguti,1961

宿主:クロダイ

寄生部位i標

地理的分布 :不 明県 (i頼戸内海:Y a m a g u t i ,

1961)

備考:本種 と思われる線虫が養殖クロダイに

も寄生する (ナ田井,1981;広瀬
。江草,1983).新

標準和名は本種のタイプ宿主であるクロダイ

に因む.

ドンコイ トセンチュウ (仮称)[淡水産]

P72,あθ閉屯cすra sp.

異名 リス ト:Pん′′θ7772rrrr βα/αざ'′″r,Yamagud,

1935(Yamaguti,1935)

宿主:ドンコ

寄生部位:腹】空

地理的分布:京都府 (巨椋池:Yamaguは,1935)

備考 :ナ マ ズイ トセ ンチュウ Pん,′θ r77ビrrα

ノαrαS'′″ガを参照のこと.本種はPん丁r。初2rrθ,冴?s

初ο阿ッタがに類似するという (Moravcc,2006).仮

称は本種の宿主に囚む.

ヒモセンチュウ (紐線虫)属 (新称)

PttJ″θrPI夕rrO↓冴cs Yamaguti,1935

ウナギヒモセンチュウ (新称)[淡水産]

P r a l i r o J P 2夕r r・θJ冴夕sα″gr f l i″筋夕(I S h i l , 1 9 1 6 ) R a s h c c d ,

1963

異名リス トi Fli′αガαα″g″′′′αビIshil,1916(石

井,1916α,1931α)

宿主:ウナギ

寄生部位:眼筒

地理的分布i東 京都 (深ナ|1冬木町:石 井,

1916α,1931α),愛知県 (豊橋市:石井,1916α,

1931α)

備考:稲熊 (1921)によって本種として報告

された種はナマズイトセンチュウPん,′θ″,2r〆α

Pα ttS'′″ガ と 考 え ら れ て い る (MOraVCC,2006).新

標準和名は本種のタイプ宿主であるウナギに

因む.

コイヒモセンチュウ(改称)[淡水産]

Prattbrra夕rro虎力sq!ッrJ刀'(IShil,1931)Nakttima,

1970

異名リス ト:局′αガα sp.Ishil,1916(石井,

1916う);ダJ′α/Jαげ〃,7ri(IShil,1931)(石井,1931う)
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宿主:コイ

寄生部位:鱗下

地理的分布:東京都 ←:石井,1916う,1931う),

島根県 (高津川試験池:篠原,19701中島,1970)

備考i中島 (1970)は,石井 (1931b)によって

Fr′a rfαぃβ〆Fr2 1iと命名された本種 に対 して

Pん′Fθ77r2仰ガビsご)フガ々 'なる学名を用いるのが適

当と述べ,「鯉糸状虫Jと いう標準和名を提案

した。この標準和名は,先に記 した理由により

「コイヒモセンチュウ」に改称を提案する。中

島 (1976)は本種とPん,′θ′″2r′̀ο,てルs Frr5イ丁αれαの異

同を論議 し,後者は前者の新参異名であること

を述べた。

マスヒモセンチュウ (新称)[淡水産]

Prrttθrr22rr40f冴夕s rrras″(Fttita,1940)Rashced‐

1963

異名 リス ト:Pん,′ο77 1 ? r /α7 7 1αS t t  F u j i t a , 1 9 4 0

(FLttita,1940)

宿主iサクラマス(引い毎道).イトウ(北海道)

寄生部位:腹1空

地理的分布:北海道 (帯広川:Fttita,1940;サ

ロベツ川 ・声問川 ・猿払川i Moravcc&Naga―

sawa,1989)

備考:Shimazu(1981)が北海道釧路川 ・別宗

部午川産のイ トウとアメマスから得たイ トセ

ンチュウ類は本種 と考えられている (Nagasawa

Fr α′.,1987).新標準和名は本種の宿主がマス類

(サケ科魚類)であることに因む.

フナヒモセンチュウ (改称)[淡水産]

P r 2 JゎJ 2 2夕″θ′冴クs sα″g″れ夕″s( R u d o l p h i , 1 8 1 9 )

Rasheed,1963

異名リスト:ダ,′αガα`αヽ/`サt,卜,ガIshil,1931(石井

(lShil), 1931ご-  1934); P/2'′θ′'7でr/θ′冴ビざごα/rrざざrF

(IShil,1931)(中島
・江草,1977αル,ご,の

宿主:フナ属の 1種 (東京都,千葉県),アム
ー

ルブナ (東京都)

寄生部位:尾鰭

地理的分布 !東 京都 (深ナ|1冬木町 i石 井 .

1931c;東京都水産試験場:中 島 ・江車,1977冴;

―:Ishil,1934),千葉県 (市川市 :中 島 ・江草,

1977α,あ,c)

備考:本種は,石井 (1931c)によってF,′αガα

ca raざざr'として幸R告された.本種の形態や生活

史に関しては中島 ・江草 (1977α,あ,ご,冴)の報

文が参考になる。本種の宿主に関して,中鳥 ・

江草 (1977のによって報告されたアム
ールブナ

以外はすべて単に 「フナ (則寸)Ca′“ざざJ″ざα″/α―

rパJと 記され‐フナ属のどの種 ,亜種に相当

するか明らかではない。中島 ・江草 (1977a)は

本種の新参異名であるPんJ′θァ″2″θ′冴αsごα/αN丁′

に対 して 「知十糸状虫Jな る和名を提案 したが,

先に記した理由により 「フナヒモセンチュウJ

に改称を提案する.

ブリヒモセンチュウ (改称)[海産]

Pr2ゴわ7P22むrθJ冴2s s夕r41iοr2夕(Ishil,1931)Yamaguti,

1935

異名リスト:Fl i rαrfαざビ/Jθ′α21s h i l , 1 9 3 1 (石井,

1 9 3  1 r F )

宿i:ブ リ

寄生部位:筋肉

地理的分布!東京都 (一:石井、1931ど),静岡県

(伊豆内浦:石井.1931ガ),愛媛県 (津島町 。三瓶

田丁:中島 ・江草,1969;豊後水道i中島 ・江草,

1970),大分県 (大分生態水族館:中 島ほか,

1970;瀬戸内海:Moravcc♂r aF.,1998),不明県

(:Yamaguti、1935)

備考:本種の寄生は養殖ブリや水族館飼育ブ

リにも見られる (中島 ・江草,1969;中島ほか,

1970).本種の雌成虫は春に虫体を宿主から海

水中に出して産仔する (中島ほか,1970).カイ

アシ類を用いて中間宿主に関する研究が中

島 ・江車 (1970)によって行われたが,本種の

中間宿主はまだ特定されていない。本種に類似

したP/2 ir0771夕r〆θ′冴ビざsp.はヒトから吐出した例

がある (Kuroda αr β′.,1991)。中鳥 (1970)は本種

に対 して 「魚i市糸状虫」なる和名を提案 したが,
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先に記した理由により 「ブリヒモセンチュウJ

に改称を提案する。

鰻状線虫上科

Anguillicoloidea Yamaguti,1935

ウナギジ ョウセンチュウ (鰻状線虫)科

Anguillicolidae Yamaguti,1935

ウキブクロセンチュウ(練線虫)属

A″g″JJrlicθ:α Yamaguti,1935

ウキブクロセンチュウ 「淡水産]

A″g″Jrrlicott gわうJcq,s Yamaguti,1935

宿主:ウ ナギ (青森県,長野県,千葉県,静岡

県,愛知県,岡 山県,不 明県),ウナギ属の 1種

(不明県)

寄生部位:螺

地理的分布:青森県 (平沼:Shimazu,1979),

長野県 (木崎湖:Shimazu,1979),千葉県 (禾U根

サ||:HirOse 2r α′.,1998),静岡県 (浜名湖:Yama―

guti,1935; :江草,1978),愛知県 (:江 草,

1978),岡山県 ←:末度,1957),不明県 ← Egusa,

1979;Moravcc&Taraschcwskl,1988)

備考:束アジアにおける本種の生物学的知見

はNagasawa 2r α′.(1994)によって整理さオして

いる。本種を含む日本産ウナギ属魚類の寄生虫

に関する目録がNagasawaビrα′.(2007)によって

出版 された。嶋津 (1998)による本種の解説が

ある。江草ほか (1969)によって本種 と報告 さ

れた線虫は下記の トガリウキブクロセンチュ

ウとされている (広瀬ほか,1976)。「標線虫Jと

いう呼称は江草 (1978)で も見 られるが,本種

と下記種 との区別が明瞭ではないため,本種 と

A″g″〃′,ごθ′α属の標準和名は長澤 (1991)に従う。

ヤマ トウキブクロセンチュウ (大和繹線虫)属

(新称)

Arag″:J″↓cθ″ο↓acs wIoravcc and Taraschcwski,1988

蛇状線虫上科と鰻状線虫上科の目録

トガリウキブクロセンチュウ [淡水産]

A″g″JttcοわJ冴夕sc沌材ss″S(Kuwahara,Niimi and

ltagakl,1974)MIoraVCC and Taraschewskl,1988

異名リス ト:Aれg″JF Fたθ′αsご/αssα K u w a h a r a ,

Nlimi and ltagakl,1974(Kuwahara gr α′.,1974;

広瀬ほか,1976;江 草,1978,Egusa,1979);

A g々″″′′Jびθra g′θぅ,ご?ざ Yamaguti,1935(江車ほ

か,1969);Aれg冴'FFliごθ′αブαβοれ'Cα(松井,1972);

A″g冴′′′,cθ′α sp.(江草
・Ahmcd,1970;午山 ・見

崎,1977);「螺内の線虫J(江草,1970)

宿主:ウナギ (千葉県,静岡県,岐阜県,愛知

県,三重県,岡山県,徳島県,大分県,宮崎県,沖

縄県,不明県),ヨ
ーロッパウナギ (静岡県,愛知

県,不明県)

寄生部位:螺

地理的分布:千葉県 (養鰻池 ・印椿沼 ・利根

|||:江草,1978),静岡県 (吉凹:江草ほか,1969;

江草,1970;焼津:江車 ・Ahmcd,1970;浜松市:

Kuwahara 2r ar.,19741午山 ・見崎,1977:浜名

湖 ・養鰻池:江草,1978;―:広瀬ほか,1976;

Moravcc&Taraschcwskl,1988;乾ほか,1998,

1999),岐早県 (木曽川支流:無記名,2002),愛知

県 (養鰻池:江草,1978;三河市:Hirosc gr ar.,

1998,一色町:Moravccでrα′.,2005;:広瀬ほか,

1976),三重県 (養鰻池:江や,1978),岡山県 (児

島湾:江草,1978),徳島県 (養鰻池:江草,1978),

大分県 (養鰻池:江草,1978),宮崎県 (大淀川 ・

養鰻池:江草,1978),沖縄県 (養鰻池:江草,

1978),不明県 ←:松井,1972;Egusa,1979;丹羽,

1979;Ushikoshi夕r rr′.,1999)

備考:Nagasawa夕rα′.(1994)が東アジアにお

ける本種の生物学的矢H見を纏めているほか,嶋

津 (1998)による解説がある。わが同で出版さ

れた本種の情報はNagasawa♂rα′。(2007)によ

って整理されている.松井 (1972:571)はウナ

ギの 「胆嚢にはA″g″げFriごο′αブ?θれたαがよく寄

生する」と記したが,このようなことは実際に

はなく,この種は本種を指すと考えられる

(Nagasawa gr α′.,1994).本種の標準和名は長澤

(1991)による.本種が属するA″gttJrrたθroJがでs属
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はわが国で最初に記載されたことに因み,この

属に対して標準和名として 「ヤマ トウキブク

ロセンチュウ」を提唱する.

筆者は日本産魚類に寄生する蛇状線虫上科

と鰻状線虫上科の研究を進める当たり、チェコ

共和国科学アカデミー寄生虫学研究所のFran―

tiもek Moravec博士には長年にわたり分類 ・形

態学に関して多くの指導と助言を得てきた。こ

こに記して深 く感謝する,本研究の一部は日本

学術振興会科学研究費補助金 (No.18380116)

を用いて行われた。
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